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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月15日(2015.9.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザと対話を行う情報通信端末であって、
　前記対話における前記ユーザの入力を受け付ける入力受付部と、
　前記入力受付部が前記ユーザの入力を受け付けるごとに前記ユーザの入力に応じた情報
をサーバから取得する通信部と、
　前記対話における前記情報通信端末の前記ユーザへの応答として、前記通信部が取得し
た情報を前記ユーザに提示する第１対話処理部と、
　前記通信部と前記サーバとの通信状態が、通信可能な状態であるか否かを判定する通信
状態判定部と、
　前記対話の途中の第１タイミングにおいて前記通信状態判定部が前記通信状態が通信不
可能な状態であると判定した場合に、前記通信状態が通信可能な状態に復帰する第２タイ
ミングを推定し、前記第１タイミング以後に前記入力受付部が前記ユーザの入力を受け付
けた第３タイミングから前記第２タイミングまでの時間である待ち時間を算出する待ち時
間算出部と、
　前記待ち時間内において、前記待ち時間の長さに応じた前記ユーザへの情報の提示を行
う第２対話処理部とを備える
　情報通信端末。
【請求項２】
　前記第２対話処理部は、
　前記待ち時間の長さが第１閾値以上である場合、前記待ち時間内において、所定の第１
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情報を前記ユーザに提示し、
　前記待ち時間の長さが前記第１閾値未満である場合、前記待ち時間内において、情報の
提示を行わない
　請求項１に記載の情報通信端末。
【請求項３】
　前記第２対話処理部は、
　前記待ち時間の長さが第１閾値以上である場合、前記待ち時間内において、所定の第１
情報を前記ユーザに提示し、
　前記待ち時間の長さが前記第１閾値未満である場合、前記待ち時間内において、前記所
定の第１情報とは異なる所定の第２情報を提示する
　請求項１に記載の情報通信端末。
【請求項４】
　さらに、
　前記情報通信端末の現在の位置を示す位置情報を取得する位置取得部と、
　前記情報通信端末の位置と、当該位置における前記通信状態とを対応付けた通信状態情
報が記憶される記憶部を備え、
　前記待ち時間算出部は、前記位置情報が示す位置から、前記通信状態情報によって定め
られる前記通信不可能な状態が終了する位置までの距離を特定し、特定した距離と前記情
報通信端末の移動速度とに基づいて前記第２タイミングを推定する
　請求項１～３のいずれか１項に記載の情報通信端末。
【請求項５】
　前記通信状態情報は、過去における、前記位置取得部が取得した前記位置情報が示す位
置と、当該位置における前記通信状態判定部の前記通信状態の判定結果とを対応付けた前
記通信状態の履歴である
　請求項４に記載の情報通信端末。
【請求項６】
　前記通信状態情報は、前記通信部と前記サーバとの通信を妨げる障害物の位置を示す障
害物位置情報を含む地図情報であり、
　前記待ち時間算出部は、前記位置情報が示す位置から、前記障害物位置情報によって定
められる前記通信不可能な状態が終了する位置までの距離を特定し、特定した距離と前記
情報通信端末の移動速度とに基づいて前記第２タイミングを推定する
　請求項４に記載の情報通信端末。
【請求項７】
　前記待ち時間算出部は、前記位置情報が示す位置の変化に基づいて前記情報通信端末の
移動速度を算出し、前記特定した距離と前記情報通信端末の移動速度とに基づいて前記第
２タイミングを推定する
　請求項４～６のいずれか１項に記載の情報通信端末。
【請求項８】
　前記情報通信端末は、移動体に搭載され、さらに、当該移動体の移動速度を前記情報通
信端末の移動速度として取得する速度取得部を備え、
　前記待ち時間算出部は、前記特定した距離と前記速度取得部が取得した前記移動体の移
動速度とに基づいて前記第２タイミングを推定する
　請求項４～６のいずれか１項に記載の情報通信端末。
【請求項９】
　前記待ち時間の長さが、前記第１閾値よりも大きい第２閾値以上である場合、前記所定
の第１情報とは異なる所定の第３情報を提示する
　請求項２または３に記載の情報通信端末。
【請求項１０】
　前記通信状態判定部は、前記通信部と前記サーバとの通信における信号のＢＥＲ（Ｂｉ
ｔ　Ｅｒｒｏｒ　Ｒａｔｅ）が所定の値よりも大きくなった場合に、前記通信状態が通信
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不可能な状態であると判定する
　請求項１～９のいずれか１項に記載の情報通信端末。
【請求項１１】
　前記通信状態判定部は、前記ＢＥＲが所定の時間変化量よりも小さい時間変化量で変化
して前記所定の値よりも大きくなった場合に、前記通信状態が通信不可能な状態であると
判定する
　請求項１０に記載の情報通信端末。
【請求項１２】
　さらに、音を出力する音声出力部を備え、
　前記第１対話処理部は、前記音声出力部に音を出力させることによって前記通信部が取
得した情報を前記ユーザに提示し、
　前記第２対話処理部は、前記音声出力部に音を出力させることによって前記所定の第１
情報を前記ユーザに提示する
　請求項２または３に記載の情報通信端末。
【請求項１３】
　さらに、映像を表示する表示部を備え、
　前記第１対話処理部は、前記表示部に映像を表示させることによって前記通信部が取得
した情報を前記ユーザに提示し、
　前記第２対話処理部は、前記表示部に映像を表示させることによって前記所定の第１情
報を前記ユーザに提示する
　請求項２または３に記載の情報通信端末。
【請求項１４】
　前記入力受付部は、
　前記対話における前記ユーザの音声を取得する音声取得部と、
　前記音声取得部が取得した音声を認識する音声認識部とを有し、
　前記通信部は、前記音声認識部が音声を認識するごとに認識結果に応じた情報を前記サ
ーバから取得し、
　前記第３タイミングは、前記第１タイミング以後の前記音声認識部の音声の認識が完了
したタイミングである
　請求項１～１３のいずれか１項に記載の情報通信端末。
【請求項１５】
　ユーザの入力を受け付けるごとに前記ユーザの入力に応じた情報をサーバから取得して
前記ユーザに提示する対話を行う情報通信端末の対話方法であって、
　前記情報通信端末と前記サーバとの通信状態が、通信可能な状態であるか否かを判定す
る通信状態判定ステップと、
　前記対話の途中の第１タイミングにおいて前記通信状態が通信不可能な状態であると判
定された場合に、前記通信状態が通信可能な状態に復帰する第２タイミングを推定する推
定ステップと、
　前記第１タイミング以後に前記ユーザの入力を受け付けた第３タイミングから前記第２
タイミングまでの時間である待ち時間を算出する待ち時間算出ステップと、
　前記待ち時間内において、前記待ち時間の長さに応じた前記ユーザへの情報の提示を行
う対話処理ステップとを含む
　対話方法。
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